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* Version2.0       2009/08/16  パラメータ変更を可能とした。 

* Version2.000     2009/08/17  データベース登録で選択しない場合の処理 

* Version2.001     2009/12/21  GV 

* Version2.002     2009/12/23  TextDisplay 対応 

* Version2.003     2011/04/28  コメントがランチャー起動を邪魔していた。 

* Version2.004     2011/05/01  データベース管理の強化、stop,delete,appによる登録数 

*Version2.12   2022/01/03 Cluster解析時 Profile多重書きでプロファイルがシフト修正 

*Version2.13   2022/01/05 Cluster解析時 Profile範囲指定を可能に  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

概要 

Clusterソフトウエアは、１纏めのデータに対し相関係数を計算し、グループ化し、デンドログラム表示を 

 行う。コンビケム、試料高温測定などに応用出来ます。 

 ClusterP2V2ソフトウエアは、過去の測定した結果をデータベース化し、そのデータベースに対して 

 相関係数を求め、上位数点（数は指定出来る）を相関係数順に並び変え、デンドログラム表示を行う。 

 解析結果に関しては、 

 Clusterは JPEG 

 ClusterP2V2は、JPEGや Officeなどの wordによって印刷 

 

インストール 

  Javaソフトが動作できる環境が必要です。 

  Windows上であればどの OSでも動作します。（2000,XP,VISTA,7） 

     

 

プログラム構成(以下の配置でのみソフトウエアが動作します) 

 C:¥CTR¥bin 

  Cluster.jar 

  RawDataread.jar 

  ClusterP2V2.jar 

  ClusterP2DataBaseDisp.jar 

  ClusterP2ABDisp.jar 

  MultiDisp.jar 

 C:¥CTR¥HTML 

  ClusterDendoro.html 

  ClusterP2page1.html 

 C:¥CTR¥DATA¥3atoms 

 

 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/ClusterDataBase.pdf 

を参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/ClusterDataBase.pdf


 

Clusterソフトウエアをテストデータで体験してみる。 

 C:¥CTR¥bin¥cluster.jarを起動 

  

  処理出来るデータタイプ 

  

 RINT2000の rawデータ、ASCデータ、TXTデータの３種類 

 テストデータは c:¥CTR¥DATA¥3atomsに rawデータがあります。 

 ASC,TXTへは、バオナリー－＞ASC変換で作成出来ます。 

 ASCへは、  

 TXTへは、  



  で変換出来ます。 

検索条件 

   

 は、プロファイルの平滑化条件 

 は非晶質の指定（通常は指定しない） 

 は、削除するバックグランドの計算 

 は、指定した範囲の検索を行う。 

 は、相関係数の分解能指定 

 は、試料高温データなどの場合指定 

   スムージングや、バックグランド計算パラメータの確認を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 でパラメータ確認（通常、確認なしで良い） 

C:¥CTR¥DATA¥3atoms¥19.rawを処理（RINT2000/PCで 19.rawを選択） 

 

 平滑化１１点、バックグランドで、スムージング点数５０、繰り返し回数５０を指定 

  

 バックグランドを削除する。指定したパラメータでどのようなバックグランドが差し引きされているか 

 分かります。 

 



 

C:¥CTR¥DATA¥3atomsディレクトリの全てのデータ間の相関を求めてデンドログラム表示を行う。 

 メニュー Ｏｐｔｉｏｎ－Ａｌｌモード、ファイル選択し、DataBase search  

  

 Rawデータが６６個登録されている事が分かります。 

 ファイルに一覧表からファイル名を削除してファイル登録すれば、削除されたファイルは 

 検索から除かれる。 

 で検索が開始される。 

  

  



 

  検索結果からファイル間のプロファイル比較をするには、ファイル名を選択して する。 

  の場合 

   

 ２０，２７，１４rawファイルの比較が出来る。 

 プロファイル枠の左上、左下、右上、右下をマウスクリックすると表示プロファイルが 

 変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ClusterP2V2の操作方法 

 C:¥CTR¥bin¥ClusterP2V2.jarで起動 

  

  

 のメッセージが現れます。 

 印刷を市販のワードで行うためのワードプログラム指定です。 

 例えば、2007wordの場合 

 初期設定->初期パラメータ指定で実行モジュールに指定を行います。 

  



  

 登録結果の確認 

  

 登録の変更は、c:¥CTR¥work¥ClusterP2¥envfileを削除してください。 

 はデータベースに登録するデータの 

 間隔を示します。データベース作成後は変更しないで下さい。（通常は０．０２） 

 

  初期パラメータ参照 

  

 C:¥DB2-11-60-71はデータベース作成領域で、数字の意味合いは、ベースラインパラメータ設定で 

 確認出来ます。 



  

 通常上記値で使います。 

 

 

 

ベースラインパラメータの動作確認 

  

 例えば、 



  

 の場合 

  

 

 

  



拡大すると 

  

 バックグランドはピーク内に入り込んでいる事が確認出来ます。 

 

 

  

データベース管理 

  

 現在、データベースには登録データが無いことを示しています。 

データベースの追加 



  

    でデータベースディレクトリを指定する。(C;¥CTR¥DATA¥3atomsを選択する) 

  

 ６６個のファイルがある事が示されます。 

 実行する。 

  

 変換ファイル数が６６個である事を示しています。 

データベースの編集 

  

 データベースのコメント欄が編集出来ます。 

 データベースを作成したら、必ず高速化を行って下さい。 

 で CB2-11-60-71を選択する。 

  

 でデータベース管理を終了する。 



 再度データベース管理に入ると 

  

 が登録されている事が分かります。 

 

 

 

 

 

データベース構成 

 C:\DB2-11-60-71\LimitFile 

 C:\DB2-11-60-71\CR\LimitFile 

 C:\DB2-11-60-71\CR\CTR\LimitFile 

 C:\DB2-11-60-71\CR\CTR\DATA\LimitFile 

 C:\DB2-11-60-71\CR\CTR\DATA\3atoms\LimitFile 

 C:\DB2-11-60-71\CR\CTR\DATA\3atoms\01.Txt 

C:\DB2-11-60-71\CR\CTR\DATA\3atoms\02.Txt 

C:\DB2-11-60-71\CR\CTR\DATA\3atoms\03.Txt 

 

 C:\DB2-11-60-71\CR\CTR\DATA\3atoms\66.Txt 

  

 測定データは c:\CTR\DATA\3atoms\以下の 1.rawから 66.raw 

 上記構造をみると、 

C:\DB2-11-60-71ディレクトリ（補間ステップと処理条件で決まる） 

CR 測定時に使用した管球 

 

あとは、測定データの階層構造で作成されています。 

 



 よって、データベース構築時の測定データ構造はこのデータベース構造を意識して 

 分類してください。 

  

 LimitFileには、そこ階層以下の測定データ範囲を記録しています（高速化で作成される） 

 

 もし間違って登録した場合、データベース管理の 

  で 

 削除してください。 

 構造を変えた場合、  

 高速化を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃｌｕｓｔｅｒ処理 

 は登録されているデータベースの相関評価を行います。 

 登録されているデータをｃｌｕｓｔｅｒ分析する。 

  



 で条件編集 

  

 

 

 

 

 

 

  

 比較するデータを選択 



  

  

 印刷処理が行える。 

 

プロファイル検索 

 測定したデータとデータベースに登録されているを比較し、上位数点を抽出しデンドログラム表示を 

 行う。 

  

 対象となる測定データを指定してプロファイル検索を行う。 



  

 検索するデータベースを指定して開始する。 

 検索に際し、角度範囲制限と、リストアップ数制限を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



検索結果 

  

 検索されたデータベースファイルと相関係数、コメントが表示されます。 

    ここで、コメントの重要性が認識出来ます。 

 データベース登録時の測定データの保管があれば、その測定データとの比較を別のソフトウエアで 

 吟味出来ます。 



  

 個々のデータベースとのプロファイル比較が出来ます。 

 を用いると 

 抽出されたデータベースとのデンドログラム表示が可能 

  

 

 

 



 

 


